
特
集　
最
新
の
発
達
障
害
支
援

特
集
に
あ
た
っ
て

「
切
れ
目
な
い
支
援
」に
向
け
て ·····································································

黒
木
俊
秀　

2

学
校
教
育
に
お
け
る
発
達
障
害
支
援
の
こ
れ
か
ら ····································································

井
澤
信
三　

4

生
涯
発
達
か
ら
見
た
発
達
障
害
の
心
理
ア
セ
ス
メ
ン
ト ··························································

木
谷
秀
勝　

12

特
別
支
援
教
育
と
教
育
現
場
│
│
内
面
世
界
の
育
ち
を
支
え
る
た
め
に ·················································

小
島
道
生　

18

乳
幼
児
・
小
児
期
に
お
け
る
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト ··························

黒
田
美
保　

34

思
春
期
に
お
け
る
発
達
障
害
支
援
の
こ
れ
か
ら ······································································

川
上
ち
ひ
ろ　

42

自
他
理
解
と
発
達
障
害
支
援···············································································································

別
府
　
哲　

50

生
活
動
作
の
教
え
方 ······························································································································

鴨
下
賢
一　

68

ビ
ジ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ ····················································································································

北
出
勝
也　

76

〈
教
育
の
リ
ア
ル
〉　「
臨
床
」と
い
う
幻
想 ····························································································

内
田
　
良　

26

〈
再
考「
発
達
障
害
」〉　
発
達
障
害
は「
ブ
ー
ム
」な
の
か ··································································

篠
山
大
明　

60

〈
希
望
を
つ
く
る
教
育
デ
ザ
イ
ン
〉　
未
知
の
能
力
を
引
き
出
す〈
場
〉と
は ····································

南
谷
和
範　

84

●
キ
ー
ワ
ー
ド
解
説
　「
心
理
劇
」　
25
 
 
 
●
五
反
田
家
の
子
ど
も
た
ち
　
58
 
 
 
●
バ
リ
ア
フ
リ
ー
絵
本
の
世
界
　
59

特
別
支
援
教
育
の
ペ
ー
ジ
▼
久
里
浜
だ
よ
り
＝
特
総
研
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
講
義
配
信
事
業
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　 ···········································································

独
立
行
政
法
人
国
立
特
別
支
援
教
育
総
合
研
究
所
　
56

新
刊
情
報
　
41
／
教
育
と
医
学
関
連
の
雑
誌
情
報
　
11
／
特
集
題
目
一
覧
　
92
／
編
集
後
記
　
96

 

表
紙
イ
ラ
ス
ト
・
デ
ザ
イ
ン
　
中
尾
　
悠

連　載

2019 7 · 8 第67巻7号　目次



「教育と医学」2019.7・8　2

　

二
〇
〇
五
年
四
月
に
発
達
障
害
者
支
援
法
が
施
行
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
「
制
度
の
谷
間
」
と
呼
ば
れ
た
発

達
障
害
者
に
対
す
る
公
的
支
援
が
よ
う
や
く
始
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
障
害
者
基
本
法
の
改
正
（
二
〇
一
一

年
）
や
障
害
者
差
別
解
消
法
の
施
行
（
二
〇
一
六
年
）
を
受
け
て
、
二
〇
一
六
年
に
改
正
さ
れ
た
。
改
正
さ

れ
た
発
達
障
害
者
支
援
法
で
は
、「
発
達
障
害
者
が
基
本
的
人
権
を
享
有
す
る
個
人
と
し
て
の
尊
厳
に
ふ

さ
わ
し
い
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
」、
そ
の
支
援
は
、「
社
会
的
障
壁
の
除

去
に
資
す
る
こ
と
を
旨
と
し
て
」、
個
々
の
特
性
や
生
活
の
実
態
に
応
じ
て
、
保
健
医
療
、
福
祉
、
教

育
、
産
業
各
分
野
の
関
係
機
関
・
団
体
相
互
の
緊
密
な
連
携
の
下
に
、「
そ
の
意
思
決
定
の
支
援
に
配
慮

し
つ
つ
、
切
れ
目
な
く
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
こ
と
が
明
記
さ
れ
た
。

　

こ
う
し
た
法
制
度
の
整
備
に
よ
り
、
都
道
府
県
及
び
指
定
都
市
に
は
複
数
の
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ

ー
が
設
置
さ
れ
、
関
係
機
関
の
課
題
共
有
と
連
携
強
化
の
た
め
に
発
達
障
害
者
支
援
地
域
協
議
会
が
設
置

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
比
較
的
短
期
間
に
わ
が
国
の
発
達
障
害
者
の
支
援
体
制
は
充
実
し
て

「
切
れ
目
な
い
支
援
」に
向
け
て

黒
木
俊
秀

く
ろ
き
・
と
し
ひ
で

九
州
大
学
大
学
院
人
間
環
境
学
研
究
院
教
授
。
精
神

科
医
、
臨
床
心
理
士
。
医
学
博
士
。
専
門
は
臨
床
精

神
医
学
、
臨
床
心
理
学
。
九
州
大
学
医
学
部
卒
業
。

九
州
大
学
大
学
院
医
学
研
究
院
精
神
病
態
医
学
分
野

准
教
授
、
肥
前
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
臨
床
研
究
部

長
・
医
師
養
成
研
修
セ
ン
タ
ー
長
な
ど
を
経
て
現

職
。
著
書
に
『
現
代
う
つ
病
の
臨
床
』（
共
編
著
、

創
元
社
、
二
〇
〇
九
年
）、『
発
達
障
害
の
疑
問
に
答

え
る
』（
編
著
、
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一

五
年
）
な
ど
。

特
集
・
最
新
の
発
達
障
害
支
援
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3　「切れ目ない支援」に向けて

特集にあたって

き
た
よ
う
に
見
え
る
。
以
前
な
ら
、
地
域
に
お
い
て
発
達
障
害
児
を
早
期
に
発
見
し
て
も
、
そ
の
後
を
支

援
す
る
手
立
て
が
あ
る
の
か
と
い
う
議
論
も
あ
っ
た
が
、
少
な
く
と
も
幼
少
期
に
お
い
て
は
早
期
発
見
と

早
期
介
入
の
連
結
が
可
能
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
た
だ
、
乳
幼
児
期
か
ら
学
童
期
を
経
て
、
思
春
期
・
青
年

期
、
成
人
期
に
至
る
ま
で
、
生
涯
発
達
の
軸
に
沿
っ
て
切
れ
目
な
く
発
達
障
害
支
援
は
提
供
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
果
た
し
て
切
れ
目
の
な
い
支
援
が
十
分
に
な
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
そ
の
疑
問
か
ら
本

特
集
の
企
画
に
至
っ
た
次
第
で
あ
る
。

　

井
澤
信
三
は
、
教
育
現
場
に
お
け
る
発
達
障
害
支
援
の
現
状
と
課
題
を
総
括
し
、
今
後
の
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
的
／
個
別
的
な
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
論
じ
る
。
ま
た
、
木
谷
秀
勝
は
、
生
涯
発
達
の
視
点
か
ら
発

達
障
害
児
・
者
の
抱
え
る
様
々
な
問
題
を
心
理
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
よ
り
四
つ
の
側
面
か
ら
分
析
す
る
こ
と

が
切
れ
目
な
い
支
援
を
提
供
す
る
上
で
重
要
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
。
さ
ら
に
、
小
島
道
生
は
、
特
別

支
援
教
育
に
お
い
て
発
達
障
害
児
の
セ
ル
フ
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
ス
キ
ル
に
焦
点
を
当
て
た
支
援
を
示
す
。

　

次
い
で
、
黒
田
美
保
が
、
早
期
発
見
に
つ
な
が
る
乳
幼
児
期
・
小
児
期
の
最
新
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、
ま

た
、
川
上
ち
ひ
ろ
が
、
思
春
期
特
有
の
問
題
に
悩
む
発
達
障
害
児
・
者
に
対
す
る
支
援
を
紹
介
す
る
。
別

府
哲
が
解
説
す
る
よ
う
に
、
発
達
障
害
児
が
成
長
と
と
も
に
自
分
と
他
人
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
ゆ
く

か
を
理
解
す
る
こ
と
は
支
援
に
役
立
つ
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
特
別
支
援
教
育
専
門
の
作
業
療
法
士
で
あ

る
鴨
下
賢
一
に
よ
る
生
活
動
作
の
教
え
方
や
オ
プ
ト
メ
ト
リ
ス
ト
（
検
眼
士
）
の
北
出
勝
也
が
推
奨
す
る

視
覚
機
能
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
は
、
今
す
ぐ
に
で
も
実
践
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
改
正
さ
れ
た
発
達
障
害
者
支
援
法
が
そ
の
理
念
に
掲
げ
る
切
れ
目
な
い
支
援
と

は
、
乳
幼
児
期
か
ら
高
齢
期
に
至
る
ま
で
の
連
続
し
た
支
援
を
指
す
と
と
も
に
、
保
健
医
療
、
福
祉
、
教

育
、
産
業
各
分
野
の
支
援
者
相
互
の
切
れ
目
な
い
連
携
も
意
味
し
て
い
る
。
本
特
集
が
様
々
な
分
野
の
専

門
家
の
執
筆
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
理
由
も
そ
こ
に
あ
る
。
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エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
学
校
教
育
へ

　

通
常
の
学
級
で
は
、
教
科
学
習
が
中
心
に
あ
り
、
ま
た
そ
れ

は
集
団
を
基
礎
と
し
た
学
習
形
態
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
年

齢
段
階
で
の
集
団
と
し
て
の
社
会
性
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
こ

で
は
、
知
・
情
・
意
、
知
・
徳
・
体
（
知
性
・
感
情
・
意
志
、
道

徳
・
体
力
）
の
豊
か
な
個
性
の
も
と
の
自
己
の
成
長
が
求
め
ら

れ
る
と
も
言
え
ま
す
。
今
後
、
学
習
指
導
要
領
で
示
さ
れ
て
い

る
「
実
際
の
社
会
や
生
活
で
生
き
て
働
く
知
識
及
び
技
能
」

「
未
知
の
状
況
に
も
対
応
で
き
る
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力

等
」「
学
び
を
人
生
や
社
会
に
生
か
そ
う
と
す
る
学
び
に
向
か

う
力
・
人
間
性
等
」
を
育
て
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
、
そ
の
方
法

と
し
て
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
（
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー

ニ
ン
グ
）
の
視
点
か
ら
の
学
習
過
程
の
改
善
」
が
導
入
さ
れ
て

い
き
ま
す
。

　

Ｌ
Ｄ
、
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
、
Ａ
Ｓ
Ｄ
等
の
あ
る
発
達
障
害
の
あ
る
児

童
生
徒
は
、
そ
の
よ
う
な
学
び
の
中
で
、
発
達
の
特
性
上
、
ス

ム
ー
ズ
に
学
習
が
進
み
に
や
す
い
と
こ
ろ
と
進
み
に
く
い
と
こ

ろ
（
発
達
凸
凹
）
が
あ
り
、
か
つ
学
び
方
に
も
特
性
が
反
映
さ

れ
る
わ
け
で
あ
り
、
そ
の
得
意
・
不
得
意
、
お
よ
び
本
人
に
な

り
の
学
び
方
が
認
め
ら
れ
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い
き

ま
す
。
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
教
育
実
践

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
臨
床
心
理
学
の
分
野
で
は
「
エ
ビ
デ
ン

特
集
・
最
新
の
発
達
障
害
支
援

学
校 
教
育
に
お
け
る 

発
達
障
害
支
援
の
こ
れ
か
ら

い
さ
わ
・
し
ん
ぞ
う

兵
庫
教
育
大
学
大
学
院
特
別
支
援
教
育
専
攻
教
授
。

博
士
（
教
育
学
）。
専
門
は
発
達
障
害
臨
床
心
理

学
。
東
京
学
芸
大
学
大
学
院
連
合
学
校
教
育
学
研
究

科
博
士
課
程
修
了
。
東
京
学
芸
大
学
教
育
学
部
附
属

養
護
学
校
教
諭
な
ど
を
経
て
現
職
。
著
書
に
『
障
害

児
心
理
入
門
』（
共
著
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇

一
三
年
）、『
思
春
期
・
青
年
期
の
発
達
障
害
者
が

「
自
分
ら
し
く
生
き
る
」
た
め
の
支
援
』（
共
著
、
金

子
書
房
、
二
〇
一
三
年
）
な
ど
。

井
澤
信
三
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5　学校教育における発達障害支援のこれから

え
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
今
後
、
ま
す
ま
す
研
究

者
と
教
育
実
践
者
と
の
「
エ
ビ
デ
ン
ス
を
つ
く
る
・
つ
た
え

る
・
つ
か
う
」
が
拡
大
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
い

く
と
考
え
ま
す
。

「
障
害
」
と
「
障
害
で
な
い
」
の
間

　

学
校
教
育
の
現
場
に
お
い
て
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
の

一
つ
に
は
「
障
害
な
の
か
障
害
で
な
い
の
か
」
と
い
っ
た
二
分

法
に
至
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

私
は
卑
近
な
例
と
し
て
「
給
食
の
時
間
、
ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ

る
子
で
は
な
く
、
野
菜
が
嫌
い
な
〝
自
閉
症
の
あ
る
子
〞
が
い

た
と
し
ま
す
。
そ
の
子
は
、
野
菜
を
食
べ
た
方
が
よ
い
で
し
ょ

う
か
、
食
べ
な
く
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
か
？
」
と
問
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
「
食
べ
な
く
て
も
よ
い
」
と
答
え
た
方

に
は
、「
野
菜
が
嫌
い
な
他
の
子
も
〝
食
べ
た
く
な
い
〞
と
訴

え
て
き
た
ら
、
ど
う
し
ま
す
か
」
と
尋
ね
ま
す
。
そ
れ
に
対
し

て
「
自
閉
症
の
子
は
障
害
が
あ
る
か
ら
食
べ
な
く
て
よ
く
て
、

障
害
の
な
い
子
は
好
き
嫌
い
レ
ベ
ル
だ
か
ら
食
べ
さ
せ
ま
す
」

と
い
う
考
え
も
あ
り
ま
す
し
、「
み
ん
な
食
べ
な
く
て
も
よ
い
」

と
い
う
考
え
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
こ
の
「
自
閉
症
が
あ
る
子

ス
に
基
づ
く
実
践
」
が
重
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
「
心
理
学

に
お
け
る
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
実
践
（evidence-based prac-

tice in psychology

）」
と
は
、「
患
者
の
特
徴
、
文
化
、
お
よ
び

志
向
性
と
い
う
枠
組
み
の
な
か
で
得
ら
れ
る
最
新
最
善
の
研
究

エ
ビ
デ
ン
ス
と
臨
床
上
の
判
断
を
統
合
さ
せ
た
も
の
を
い
う
」

と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
の
ポ
イ
ン
ト
は
「
エ
ビ
デ
ン

ス
に
基
づ
く
」
と
い
う
点
と
、
当
事
者
の
「
特
徴
、
文
化
、
志

向
性
」
を
尊
重
す
る
点
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
学
校
教
育
に
お
い
て
も
重
視
さ
れ
る
べ
き
考
え
方

で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
浸
透
し
て
い
く
に
は
長
い
時
間
が
か

か
り
そ
う
で
す
。
し
か
し
、「
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
教
育
実

践
（evidence-based practice in education

）」
は
、
発
達
障
害
が

あ
る
よ
う
な
、
特
別
な
教
育
的
ニ
ー
ズ
の
あ
る
児
童
生
徒
に
最

も
必
要
な
こ
と
で
す
。
学
校
教
育
に
お
け
る
発
達
障
害
の
あ
る

子
に
は
、
学
習
面
の
指
導
、
社
会
性
へ
の
支
援
、
行
動
問
題
へ

の
対
応
と
い
っ
た
大
き
く
三
つ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
べ
き
課
題
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
三
つ
の
課
題
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
は
「
エ
ビ

デ
ン
ス
を
つ
く
る
・
つ
た
え
る
・
つ
か
う
」
が
推
進
さ
れ
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
れ
ま
で
、
た
と
え
ば
、
授
業
の
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
指
導
、
行
動
問
題

へ
の
応
用
行
動
分
析
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
等
は
一
定
の
成
果
が
見

1）

2）

3）

4）

5）
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